
■研究のきっかけ
　私は香港出身のオーストラリア育
ち。幼い頃、香港では日本のアニメが
はやっていて日本語に興味を持ちまし
た。本格的に日本語の勉強を始めた
のは中学生から。オーストラリアの中
学校では、日本語が必修科目だったこ
とがきっかけになりました。
　日本語の勉強を始めてみると、私の
母語は中国語だから、漢字は理解で
きましたが、それ以外のことは本当に
難しくて（笑）。
　日本語を学習する外国人が、第二
言語（日本語）の習得を促進できるよ
うな環境を作っていけたらなと思った
のが研究に取り組む出発点になりまし
た。
■負の言語転移
　研究のキーワードになっている言葉
です。外国語である第二言語を学習
する人は、母語の影響を受けてしま
い、学習中の第二言語に不自然さ、つ
まり負の言語転移が生じてしまいま
す。例えば母語が日本語だと、英語の

ｒとｌの発音に不自然さが残ります。
私は第二言語である日本語を習得す
る留学生が、どうような学習をすれば
誤用をしないですむのか。文化的、環
境的な側面から研究を進めてきまし
た。
■研究成果
　言語能力が似た者同士がペアワー
ク、グループワークで学習すると、言
語習得が促進されることが分かってき
ました。そのためには、従来の日本の
典型的な教室のスタイル、つまり教師
の一方的な授業スタイルを改める必
要があります。学生同士がディスカッ
ションをするような作業を増やすな
ど、留学生が主体的に活動できる授
業が求められます。主体的な授業が
誤用の気付きを促します。
■教室外
　教室だけでは学習の時間が限られ
ます。日本語能力を向上させるために
は、教室外でも教室で絆を深めたグ
ループなどで積極的に日本語を使う
環境をつくることが大切です。留学生

は教室では日本語を話しても、一歩外
に出ると日本語を話さなくなります。
日本語が飛び交う環境の中で、自分を
安心させたいために自然に母語を話
せる人と、母語で会話するようになり
ます。日本語能力が同じレベルの人が
集まることで安心感が生まれ、日本語
を使う環境も芽生えます。
■醍醐味
　自分の研究を実践に展開できるこ
とですね。ペアワークやグループワー
クを通して、日本語能力が上達した留
学生の姿を見ると、本当にうれしくな
ります。私の研究の活力の源にもなっ
ています。
■夢
　どうような工夫をすれば、先生の教
育のモチベーションと留学生の学習意
欲が高まるのか、ということに興味を
持っています。伝統的な日本の教育を
行っている日本の先生に、新しい日本
語教育の可能性や方向を提示してい
きたい、と思っています。
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